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7月19日　フェスティバル魚梁瀬

里
山
に
こ
だ
ま
す
る

　夜
空
を
彩
る
光
の
華



日浦地区防災活動の紹介日浦地区防災活動の紹介

　大規模災害が発生した場合、ライフラインが途絶え、援助物資が届くまでに時間がかかることが想定されます。
　非常食の備蓄量は、最低３日分、可能であれば１週間過ごせるよう、飲料水（１人１日３リットル）や食料を備えて
おくことが推奨されています。しかし、非常時に食べる「非常食」を家族の人数分、１週間分準備をするのは費用も
かかるうえに、いざというときには賞味期限が切れていたということも考えられます。そこで、注目されるのが「ローリン
グストック」という備蓄方法です。ローリングストックとは、普段から口にしている食品
を少し多めに買い置きし、賞味期限が近いものから消費し、消費した分を買い足
すことで、常に一定量の食品を家庭で備蓄されている状態を保つための方法で
す。このサイクルを繰り返すことで、常に新鮮な食品が家庭で一定量備蓄されて
いる状態を保つことができ、日頃から食べ慣れた食品を災害時でも口にすることが
できるため、精神的な安心感にもつながります。また、定期的に備蓄品を確認・消
費することで、自然と防災への意識が高まります。
　ローリングストックは、非常時に備えながらも、普段の生活の延長線上で無理な
くできる備蓄方法です。ぜひ、ご家庭でも取り入れてみてください。

保 管 場 所
 朝日出地区 日浦地区 影地区 相名地区 東川地区 中ノ川地区 魚梁瀬地区

 朝日出会館 日浦会館 ・うまなび 相名会館 東川会館 中ノ川会館 魚梁瀬 
   ・体育館　    多目的施設

　日浦地区では、数年前から一斉清掃に併せ、地区の交流会を実施しています。今年は、地区の備蓄物
資を活用した炊き出し交流会が行われました。一斉清掃後、地区の方々は、馬路村農協ゆず加工場ター
ミナルに集合し、馬路村社会福祉協議会の協力のもと、炊き出しを行い、羽釡で炊いた豚汁やおにぎ
り、お湯を混ぜると炊き上がる備蓄米と防災食カレーなど非常食を囲んだ交流会となりました。

　大規模災害時には、道路の寸断などにより、消防
や警察、医療機関といった公的機関の支援（公助）
の遅れや、支援物資の供給が滞ることが想定されま
す。また、高齢者や小さなお子さま、障害を持つ方など、
自力での避難が難しい方々は自助だけでは命を守るこ

とが難しい場合があります。こうした状況下で、地域住民による救助・救護
活動、避難所運営など（共助）が、被害を最小限にとどめるうえで大きな役
割を担います。
　日頃から顔の見える関係を築くことが、災害発生時のみならず、その後の
復旧・復興活動においても大きな原動力となり、被災した地域が一体となっ
て支え合い、困難を乗り越える力となります。
　ここでは、日浦地区で行われた活動をご紹介します。

　各地区には、非常食以外にも毛布や衛生用品などのさまざまな備蓄品を備えています。地区ごとの保管
場所は以下のとおりです。非常時に迅速に活用できるように知っておくことが重要です。

災害に備える
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村
内
一
斉
清
掃

村
内
一
斉
清
掃

　
皆
さ
ま
の
ご
自
宅
に
設
置
さ
れ
て
い

る
Ｆ
Ｍ
告
知
端
末
（
写
真
❶
と
❷
）
は
、

「
選
局
」
ボ
タ
ン
を
押
す
と
村
内
放
送
や

ラ
ジ
オ
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
Ｆ
Ｍ
告
知
端
末
は
、
停
電
時
に
も

使
え
る
よ
う
に
乾
電
池
が
入
っ
て
い
ま
す
。

⑴
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
灰
色
の
電
源
コ
ー
ド
を

抜
き
ま
す
。

⑵
本
体
の
下
部
、青
色
の
プ
レ
ー
ト
上
に
あ

る「
再
生
」ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

　
乾
電
池
が
ま
だ
使
え
る
状
態
だ
と
音
声

が
流
れ
ま
す
。

　
再
生
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
音
声
が
流
れ

な
い
場
合
は
、乾
電
池
が
切
れ
て
い
ま
す

の
で
、
新
し
い
乾
電
池
に
交
換
し
ま
し
ょ

う
！

　⑴
写
真
❶
の
よ
う
に
Ｆ
Ｍ
告
知
端
末
の

上
部
に
あ
る
電
池
カ
バ
ー
を
手
前
に

引
く
と
、カ
バ
ー
が
外
れ
ま
す
。

⑵
電
池
カ
バ
ー
を
外
す
と
写
真
❷
の
と

お
り
単
三
の
乾
電
池
が
４
本
入
っ
て

い
ま
す
。

　
乾
電
池
の
入
れ
替
え
は
簡
単
な
作
業

で
す
。１
年
に
１
回
の
交
換
を
推
奨
し
て

い
ま
す
の
で
、災
害
時
・
停
電
時
に
備
え

て
、一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
☎
　（
８
）４
４
―
２
１
１
１

❶

❷

村内放送が流れる機械（FM告知端末）

災
害
時
・
停
電
時
に
備
え
て

Ｆ
Ｍ
告
知
端
末
の
乾
電
池
を
交
換
し
ま
し
ょ
う

●
乾
電
池
の
取
り
出
し
方

◎
乾
電
池
が
交
換
の
時
期
か
ど
う
か

　確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う

手前に引く

電池を交換する

　
昨
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
秋
の
一

斉
清
掃
を
、
左
記
の
日
程
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。無
理
の
な
い
範
囲
で
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
毎
年
環
境
月
間
に
合
わ
せ
て
行

っ
て
お
り
ま
す
村
内
一
斉
清
掃
を

6
月
８
日（
日
）に
実
施
し
ま
し
た
。

　

◆
　
　
　
　
　
◆
　

　
当
日
は
小
雨
の
降
る
中
で
の
作
業
と

な
り
ま
し
た
が
、各
地
区
多
く
の
皆
さ
ま

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
も
あ

り
、村
内
全
域
が
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

　
◆
　
　
　
　
　
◆
　

　
村
の
美
化
活
動
の
一
環

と
し
て
実
施
し
て
い
る
こ

の
清
掃
作
業
で
す
が
、地
域

の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
す

る
行
事
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、親
交
を
深
め
る
機
会
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
一
斉
清
掃
へ
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

全
地
区
で
4
3
2
人
の
参
加

今
年
も
秋
の
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す

魚梁瀬地区
［予定］
10月上旬
　8：00～

馬路地区
［予定］
10月19日
　8：00～
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役場職員の給与
　令和7年4月1日現在における役場職員の給与を公表します。給与は、民間給与との比較により出された国の人事委員会
勧告に準じた内容で条例議案がつくられ、特別職等の報酬は特別職報酬等審議会での審議を経て、いずれも村長により議
会に提出されたのち、議会の議決をもって決定されることとなっています。

１．職員給与費の状況（一般会計予算：令和7年度当初）　

2. 職員の平均給料月額・平均給与月額および
 平均年齢の状況（一般会計予算：令和7年度当初）

6.  特別職等の報酬の状況

3.  一般行政職の級別職員数の状況（一般会計予算：令和7年度当初）

5.  職員手当の状況

4.  職員の初任給の状況

区　　　分

区　　分

区　　　　　　　　　　　　　分 状　　　　　　　　　　　　　況

1　級 2　級 3　級 4　級 5　級 6　級

標準的な
職務内容

主事補
主　事 主　任 主　幹 係　長

主　監
次　長
保育所長

課　長
支所長

会計管理者
職 員 数
構 成 比

扶　養　手　当 配偶者 6,500円
1人　10,000円　　16～22歳の子　1人　5,000円加算
家賃　12,000円を超える場合
家賃に応じて　27,000円を限度に支給
55,000円までは全額支給
距離に応じ　3,300円～34,400円を支給
なし

有（ ）ただし、特例措置により、勤勉手当に
ついては、加算措置を行わない

配偶者以外の扶養親族

借家の場合

交通機関等利用者
交通用具使用者
片道2km未満の者

支給期別
6月期
12月期
計

住　居　手　当

通　勤　手　当

期末・勤勉手当

計

区　　　　　　　分

　※平均給与月額とは、平均給料月額に
　　扶養手当、住居手当等の手当を加算
　　したものです。　　　　　　

一般行政職
大  学  卒
高  校  卒

初　任　給 期末手当

一　　　般　　　行　　　政　　　職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

職　員　数 １人当たり
給　与　費

給　　　　　 与　　　　　 費
給　　　料 職 員 手  当 期末・勤勉手当 計

令和7年度

（単位：千円）

6月期

12月期

合　計

区　　　分

村　　　長

副　村　長

教　育　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

制度上の段階、職務の
等級による加算措置

308,531円 334,924円 38.7歳

6,17835人 136,307 159,357 56,873 216,230

6人
17.1％

7人
20.0％

8人
22.9％

3人
8.6％

5人
14.3％

6人
17.1％

35人
100.0％

213,600円
188,000円

報酬月額

704,000円

610,000円

568,000円

250,000円

200,000円

175,000円

1.675月分

1.675月分

3.35月分

期末手当
1.25月分
1.25月分
2.50月分

勤勉手当
1.05月分
1.05月分
2.10月分

計
2.30月分
2.30月分
4.60月分
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8月15日
　開催
8月15日
　開催

　今年も、馬路納涼祭の開催にあたり、一緒に納涼祭を盛り上げてくれる鳴子踊り子隊の参加者を
募集します。参加していただける方は、馬路納涼祭実行委員会へお問い合わせください。

　■集合日時　　　　令和７年８月 15 日（金）　午後５時 50 分
　■集合場所　　　　馬路森林鉄道駅舎前（うまじ温泉上）
　■問い合わせ先　　馬路納涼祭実行委員会（馬路村役場地域振興課内）
　　　　　　　　　　TEL：⑧44－2114

　
７
月
19
日
（
土
）
午
後
５

時
30
分
か
ら
、
魚
梁
瀬
丸
山

公
園
内
で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
魚
梁
瀬
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
開
催
前
の
１
週
間
は
雨

が
多
く
、
開
催
で
き
る
か

心
配
し
ま
し
た
が
、
本
番

当
日
は
、
午
後
か
ら
一
転
、

絶
好
の
祭
り
日
和
と
な
り

ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
婦
人
会
や

青
年
団
、
魚
梁
瀬
小
中
学

校
の
ほ
か
、
村
外
か
ら
も

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出
店
し
、

ど
こ
も
行
列
が
で
き
、
大

盛
況
で
し
た
。

　
山
田
太
鼓
伝
承
会
お
よ

び
明
徳
義
塾
中
学
・
高
等

学
校
和
太
鼓
部
の
皆
さ
ん

に
よ
る
圧
巻
の
演
奏
で
舞

台
演
芸
が
始
ま
り
、
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
パ
ー
ラ
ー
と

キ
ャ
ス
さ
ん
、
馬
路
村
で

は
お
な
じ
み
と
な
っ
た
豆

電
球
、
魚
梁
瀬
ふ
る
さ
と

劇
団
杉
ぼ
っ
く
り
に
よ
る

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
、
富
く
じ

抽
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

最
後
を
飾
っ
た
大
輪
の
花

火
は
、
満
天
の
星
空
を
彩

り
、
頭
上
に
降
り
注
ぎ
、

山
々
に
こ
だ
ま
す
る
た
め
、

と
て
も
迫
力
が
あ
り
、
打

ち
上
が
る
た
び
に
観
客
か

ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
魚
梁
瀬
の
花
火
を

目
当
て
に
村
外
か
ら
の
観

光
客
も
多
く
、
中
に
は
こ

の
日
に
合
わ
せ
て
魚
梁
瀬

森
林
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
の
宿
泊
を
調
整
さ
れ

る
方
も
い
た
ほ
ど
で
し
た
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
や
関
係

者
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲餅投げの様子

▲圧巻の和太鼓演奏
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6
月
定
例
会

　令和７年６月定例会は、６月１０日から１3日までの4日間の会期で開催された。
　１０日は、諸般の報告に続いて、同意議案を適任とし、専決処分の承認議案4件を
審議、採決後、物損事故の損害賠償の額を定めること及び和解と繰越明許費の報
告を２件受けた。その後、５議案の提案説明が行われた。
　１１日は議案精査のため休会。
　１２日は4氏が一般質問を行った後、議案の審議、採決が行われ、条例の制定及
び条例の一部改正、令和７年度補正予算と議員提出議案、意見書議案など１０議案
を可決し、会期を１日繰り上げて閉会した。

令和7年 第3回  定例会で議決された議案などの賛否一覧表　　○：賛成　×：反対　欠：欠席　—：議長
岡
田
元
生

枦
山
民
夫

山
中　

隆

皆
津
由
理

吉
松
正
博

岩
城
勝
則

小
松　

博

五
味
隆
仁

結
果

同意議案第１号 馬路村教育委員会委員の任命について（小松智子） 投票総数7票、有効7票、無効0票
賛成＝7票、反対＝0票 ― 同

意
承認議案第１号 専決処分の承認を求めることについて（馬路村立診療所医師の給与に関する条例の一部を改正する条例について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 承

認

承認議案第２号 専決処分の承認を求めることについて（馬路村税条例の一部を改正する条例について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 承
認

承認議案第３号 専決処分の承認を求めることについて（馬路村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 承
認

承認議案第４号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度馬路村一般会計補正予算（第８号）について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 承
認

報告第１号 専決処分の報告について（車両事故損害賠償について） 　 報
告

報告第２号 令和６年度馬路村一般会計繰越明許費の報告について 　 報
告

議案第１号 馬路村看護師養成奨学金貸付条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第２号 馬路村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第３号 令和７年度馬路村一般会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第４号 令和７年度馬路村診療所特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第５号 令和７年度馬路村簡易水道事業会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議員提出議案第１号 議員派遣の件について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

意見書議案第１号 精神障がい者保健手帳所持者に対する精神科医療費および一般医療費への助成制度（重度心身障害者医療費助成制度）への意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

意見書議案第２号 核兵器廃絶のため、日本政府の積極的役割を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

意見書議案第３号 国民健康保険に対する国庫負担の増額等を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

意見書議案第４号 消費税減税、インボイス制度廃止でくらしと営業を守る意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

第181号

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

小
松
智
子
氏
を
適
任
者
と
認

め
、
同
意
し
た
。

　

任
期
：
令
和
7
年
6
月
10
日

か
ら
令
和
9
年
9
月
24
日
ま
で

　
一般
質
問
に
は
、4
氏
が
立
ち
、

次
の
と
お
り
質
問
を
行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、
執
行
部
答
弁
要
旨
）

「
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
行

政
体
制
は
十
分
か
」
に
つい
て

問　
役
場
の
課
員
の
少
な
さ
と

村
外
出
身
の
職
員
の
多
さ
な
ど
、

こ
れ
で
十
分
な
行
政
が
機
能
す

る
の
か
。
今
後
の
対
策
を
問
う
。

答
　（
村
長
）

　

現
在
の
職
員
数
は
41
人
で
、

条
例
定
数
上
は
48
人
。
こ
れ
に

出
向
者
と
休
職
者
が
あ
り
、
実

質
は
39
人
で
本
村
の
行
政
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
補
う

た
め
、
本
庁
は
会
計
年
度
任
用

職
員
を
5
人
雇
用
し
て
い
る
。

採
用
試
験
を
実
施
し
て
い
る

が
、採
用
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
状
況
下
で
職
員
数
よ
り

も
経
験
年
数
の
少
な
さ
が
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で

あ
る
。
役
場
は
、
経
験
年
数
10

年
未
満
の
職
員
が
半
分
近
く
を

占
め
る
。
経
験
年
数
の
少
な
さ

は
縦
割
り
の
対
応
に
な
り
や
す

く
、
他
の
課
の
業
務
を
横
断
す

る
考
え
方
に
至
り
に
く
い
傾
向

で
目
前
の
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
、

住
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
な
ど

で
、
明
確
な
回
答
が
で
き
て
い

な
い
場
合
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
て
い
る
。 

　

ま
た
、
災
害
時
の
対
応
が
危

惧
さ
れ
る
。
村
外
出
身
職
員
の

ほ
と
ん
ど
は
村
内
に
居
住
し
て

い
る
が
、
土
曜
・
日
曜
日
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
や
年
末
年

始
な
ど
は
職
員
が
帰
省
す
る
た

め
在
村
す
る
職
員
は
3
分
の
1

程
度
に
な
る
。
平
日
か
そ
れ
以

外
か
に
よ
り
対
応
職
員
数
が
大

き
く
変
化
す
る
。
昨
年
初
め
て

発
令
さ
れ
た
南
海
ト
ラ
フ
臨
時

情
報
の
時
も
、
長
期
に
わ
た
る

24
時
間
体
制
の
割
り
振
り
と
日

常
業
務
を
担
う
の
に
、
人
数
が

少
な
い
た
め
職
員
の
疲
弊
が
激

し
く
な
る
と
実
感
し
た
。
状
況

を
把
握
し
、
打
開
す
べ
く
職
員

個
々
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

研
修
を
行
い
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
し
な
い
よ
う
課
を
基
本

山
中
隆
　
議
員

一
般

質
問

小松　智子
（42歳）影

編集・発行
馬路村議会
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と
し
た
組
織
と
し
て
の
対
応
を

徹
底
し
た
い
。
ま
た
、
職
員
採

用
は
様
々
な
工
夫
を
行
い
確
保

に
努
め
る
。

　
空
家
対
策
に
つ
い
て

問　
老
朽
化
が
進
ん
だ
倒
壊
等

の
恐
れ
が
あ
る
空
家
除
去
対
策

等
に
関
し
、

 

（
1
）
活
用
で
き
る
空
家
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
状
況

 

（
2
）
老
朽
化
が
著
し
い
空
家

の
実
態
調
査
状
況

 

（
3
）
所
有
者
よ
り
管
理
が
不

十
分
な
空
家
の
除
去
対
策
に
つ

い
て
の
相
談
状
況

 

（
4
）
除
去
対
策
の
補
助
制
度

や
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
、
今
後
ど

の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い
く
の

か
問
う
。　
　
　
　
　
　

答
（
村
長
）

　

村
で
は「
馬
路
村
空
家
等
対

策
計
画
」を
策
定
し
て
い
る
。住

民
か
ら
の
相
談
で
、空
家
の
活

用
に
関
し
て
は
移
住
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
に
よ
る
対
応
を
、管
理

が
不
十
分
な
空
家
等
の
除
去
に

関
す
る
こ
と
は
、総
務
課
の
防

災
係
が
対
応
し
て
い
る
。

 

（
1
）
平
成
28
年
度
に
馬
路
・

魚
梁
瀬
地
区
の
空
家
全
戸
を
目

視
で
点
検
し
、
令
和
4
年
度
に

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
更
新
を
行

い
、
活
用
が
可
能
と
思
わ
れ
る

住
宅
を
28
件
と
判
断
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
国

の
空
家
活
用
促
進
事
業
を
活
用

し
、
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
6

年
度
ま
で
に
合
計
6
棟
の
空
家

改
修
事
業
を
行
い
、
中
間
管
理

住
宅
と
し
て
の
貸
出
し
や
ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
参
加
者
の
宿

舎
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

 
（
2
）
老
朽
化
が
著
し
い
空
家

の
実
態
は
、
令
和
4
年
度
時
点

で
除
却
の
必
要
性
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
住
宅
38
件
を
把
握
し
て

い
る
。

 

（
3
）
不
十
分
な
空
家
の
除
去

対
策
に
関
す
る
相
談
は
、
地
区

長
か
ら
放
置
さ
れ
た
家
屋
の
家

主
に
対
す
る
指
導
等
の
要
請

や
、
近
隣
住
民
か
ら
危
険
な
家

屋
の
除
却
要
望
な
ど
が
あ
る
。

 

（
4
）
除
去
対
策
に
係
る
補
助

制
度
に
つ
い
て
は
、
県
の
補
助

事
業
も
活
用
し
な
が
ら
対
応
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
上

乗
せ
や
補
助
要
件
の
緩
和
な

ど
、
村
の
補
助
金
と
し
て
の
対

応
に
つ
い
て
、
他
町
村
の
状
況

等
も
研
究
調
査
し
、
新
た
に
補

助
制
度
創
設
を
検
討
し
た
い
。

 　
株
式
会
社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
の
包

括
連
携
協
定
に
よ
り
作
成
し
た

村
の
観
光
基
本
構
想
に
つい
て

問　
令
和
6
年
度
に
予
算
計
上

し
作
成
さ
れ
た
「
観
光
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
基
本
構
想
」
が
、

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
の
連
携
協
定

の
成
果
と
し
て
令
和
7
年
4
月

に
議
会
へ
示
さ
れ
た
。
概
算
工

事
費
で
は
、
馬
路
温
泉
の
建
て

替
え
22
億
6
千
万
円
と
、
魚
梁

瀬
キ
ャ
ン
プ
場
整
備
6
億
円
と

し
た
全
面
的
な
建
て
替
え
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
構
想
で
あ
る
。
こ
れ

ほ
ど
の
計
画
、
構
想
の
作
成
を

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
わ
ず
1
社

の
み
を
指
定
し
、
業
務
委
託
し

た
手
続
き
に
問
題
は
な
か
っ
た

の
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の

施
設
に
な
れ
ば
構
想
を
作
成
し

た
者
で
な
い
と
、
計
画
ど
お
り

の
運
営
は
で
き
な
い
と
考
え
ら

れ
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
が
自
社
の

ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
を
販
売
す
る

シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
す
る
構
想
も

あ
り
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
を
指
定

管
理
者
と
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
指
定
管
理
者
制
度
の
施

設
範
囲
は
地
方
自
治
法
で
「
公

の
施
設
」
と
さ
れ
、
住
民
の
福

祉
を
増
進
す
る
目
的
を
も
っ

て
、
そ
の
利
用
に
供
す
る
た
め

の
施
設
で
、
利
用
対
象
は
住
民

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
制
度
の
対
象
範
囲
外
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
指
定
管
理
者

制
度
で
は
、
利
用
料
金
制
度
の

採
用
に
よ
り
指
定
管
理
費
の
み

な
ら
ず
、
施
設
利
用
料
ま
で
も

管
理
者
が
全
て
受
け
取
る
例
が

大
半
の
よ
う
で
、
村
の
収
入
は

全
く
な
く
、
建
設
・
建
築
費
か

ら
運
営
費
・
維
持
修
繕
費
も
負

担
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
釣
り
人
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
令
和
7
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
で
は
、
魚
梁
瀬
淡
水

漁
業
協
同
組
合
に
ア
メ
ゴ
な
ど

の
大
量
放
流
の
補
助
金
409
万
7

千
円
を
計
上
し
た
り
、
構
想
で

は
マ
ス
の
放
流
も
提
言
し
て
い

る
。
概
算
工
事
費
は
、
奈
半
利

川
水
系
の
西
川
を
管
理
釣
り
堀

化
す
る
工
事
や
放
流
額
を
あ
え

て
記
載
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
3
月
議
会
で
、
馬

路
温
泉
の
宿
泊
料
の
上
限
を
1

万
円
か
ら
2
万
5
千
円
へ
と
、

大
幅
に
増
額
改
定
し
て
お
り
、

収
益
性
の
高
い
富
裕
層
向
け
観

光
リ
ゾ
ー
ト
化
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

高
知
県
で
は
、
今
後
の
人
口

減
少
を
見
越
し
て
行
政
を
見
直

す
「
賢
い
縮
小
＝
ス
マ
ー
ト
シ

ュ
リ
ン
ク
」
戦
略
を
進
め
て
お

り
、
莫
大
な
村
費
を
投
入
し
て

の
馬
路
温
泉
や
魚
梁
瀬
キ
ャ
ン

プ
場
の
全
面
改
築
及
び
河
川
の

釣
り
堀
化
整
備
を
し
、
ア
ウ
ト

ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
の
指
定
管
理
者

や
そ
の
顧
客
の
た
め
に
行
お
う

と
す
る
構
想
は
村
が
行
う
べ
き

施
策
、
事
業
で
は
な
い
。

　

今
は
、
村
民
の
た
め
の
福
祉

施
設
の
整
備
や
診
療
所
医
療
の

確
保
、
村
外
へ
の
交
通
手
段
対

策
な
ど
暮
ら
し
の
維
持
と
向
上

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
問
う
。

　

ま
た
、
村
の
一
般
会
計
予
算

額
の
年
間
額
と
同
じ
多
額
な
施

設
投
資
額
の
回
収
と
委
託
運
営

に
よ
る
利
益
が
、
村
へ
の
収
入

と
し
て
見
込
め
な
い
上
に
、
維

持
・
修
繕
な
ど
の
費
用
ま
で
を

村
が
負
い
続
け
る
結
果
と
な
る

こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ
る
。

村
長
は
村
の
財
政
に
影
響
が
及

ば
な
い
よ
う
に
す
る
責
任
と
覚

悟
を
も
っ
て
、
こ
の
事
業
構
想

の
検
討
に
あ
た
る
よ
う
指
摘
す

る
。

答
（
村
長
）

　

村
と
株
式
会
社
ス
ノ
ー
ピ
ー

ク
は
、
令
和
6
年
2
月
15
日
に

ア
ウ
ト
ド
ア
の
力
に
よ
る
新
た

な
地
域
資
源
の
発
掘
、
活
用
に

よ
る
観
光
振
興
を
通
じ
て
地
域

の
発
展
を
目
的
と
す
る
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
た
。

 

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
は
、
全
国
で

野
遊
び
体
験
拠
点
の
整
備
開
発

に
携
わ
り
、
本
村
や
他
県
の
自

治
体
と
も
包
括
連
携
協
定
を
結

ん
で
お
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
を
核
と
し
た
フ
ィ

ー
ル
ド
整
備
の
知
見
や
ノ
ウ
ハ

ウ
、
他
の
自
治
体
の
情
報
や
自

社
運
営
の
施
設
状
況
を
踏
ま

え
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
温
泉
施
設

の
利
用
者
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
、
現
実
性
の
あ

る
基
本
構
想
を
作
成
が
で
き
る

と
の
判
断
か
ら
、
随
意
契
約
に

よ
る
業
務
委
託
を
実
施
し
た
。

　

本
構
想
の
中
で
は
、
人
手
不

足
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
馬
路

岡
田
元
生
　
議
員

吉
松
正
博
　
議
員
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温
泉
と
キ
ャ
ン
プ
場
を
同
じ
指

定
管
理
者
が
運
営
す
る
手
法
が

示
さ
れ
、
馬
路
と
魚
梁
瀬
地
区

を
一
体
に
観
光
対
応
す
る
こ
と

で
、
ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク
に

も
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
運

営
手
法
を
導
入
す
る
た
め
に
ス

ノ
ー
ピ
ー
ク
を
馬
路
温
泉
と
魚

梁
瀬
キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定
管
理

者
に
す
る
考
え
は
、
私
に
は
な

く
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
に
も
そ
の

考
え
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。
構
想
で
は
、
施
設
改
修

後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
案
も

示
さ
れ
、
年
間
5
万
人
が
来
村

し
、
毎
日
140
人
が
温
泉
に
入
る

計
画
な
ど
、
楽
観
視
で
き
な
い

大
変
厳
し
い
目
標
で
あ
る
。
構

想
作
成
へ
の
協
力
や
ア
ド
バ
イ

ス
は
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
ス
ノ

ー
ピ
ー
ク
と
し
て
経
営
に
は
参

画
し
な
い
方
針
が
出
さ
れ
た
と

感
じ
て
い
る
。

　

馬
路
村
に
お
け
る
観
光
を
考

え
た
場
合
、
馬
路
温
泉
を
核
と

し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
キ
ャ
ン
プ
場
や
釣
り
堀

等
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
観
光
ア
プ
ロ
ー
チ

の
基
本
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い

る
。
村
内
へ
の
集
客
を
図
る
た

め
に
施
設
の
老
朽
化
が
課
題
で

は
あ
る
が
、
馬
路
温
泉
の
機
能

充
実
や
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
が
得
意

と
す
る
キ
ャ
ン
プ
場
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
も
本
構
想
に
盛
り
込
ま

れ
、
も
し
馬
路
温
泉
を
完
全
に

建
て
替
え
す
る
な
ら
工
事
費
が

22
億
6
千
万
円
、
魚
梁
瀬
キ
ャ

ン
プ
場
を
最
大
限
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
な
ら
6
億
円
と
い
う

案
が
示
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
が
考
え
た
馬
路

村
の
観
光
振
興
の
た
め
に
最
も

効
率
的
・
効
果
的
な
構
想
で
あ

る
。
ま
た
、
担
当
課
等
で
本
構

想
の
説
明
会
を
行
っ
て
お
り
、

事
業
費
や
内
容
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
た
上

で
、
村
の
財
政
状
況
を
鑑
み
、

村
の
方
向
性
、考
え
を
ま
と
め
、

最
終
的
な
判
断
を
下
す
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

馬
路
温
泉
を
完
全
に
建
て
替

え
る
な
ら
22
億
円
を
超
え
る
だ

ろ
う
金
額
は
、
現
在
の
施
設
整

備
費
用
状
況
か
ら
考
え
る
と
妥

当
な
金
額
で
、
昨
今
の
建
築
資

材
及
び
人
件
費
の
高
騰
で
近
年

は
2
倍
、
3
倍
に
、
こ
こ
3
年

間
で
事
業
費
が
膨
れ
上
が
っ
て

お
り
、
こ
の
金
額
の
投
資
は
、

現
在
の
村
の
財
政
状
況
で
は
無

理
で
あ
る
。
で
は
、
本
構
想
を

ど
う
す
る
か
で
あ
る
が
、
馬
路

温
泉
改
修
案
、
魚
梁
瀬
キ
ャ
ン

プ
場
の
仕
組
み
変
更
案
な
ど
、

提
案
の
一
つ
一
つ
に
は
優
れ
た

ア
イ
デ
ア
や
形
を
変
え
て
実
現

可
能
な
も
の
も
見
ら
れ
る
。
馬

路
温
泉
運
営
協
会
や
魚
梁
瀬
地

区
、
議
会
と
も
協
議
し
な
が
ら

最
小
の
経
費
で
最
大
の
成
果
を

出
せ
る
よ
う
ア
イ
デ
ア
と
村
の

自
然
を
生
か
し
た
観
光
行
政
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
魚
梁
瀬
の

河
川
に
つ
い
て
も
、
可
能
性
が

あ
る
事
業
の
一
つ
だ
。
令
和
7

年
度
当
初
予
算
計
上
の
魚
梁
瀬

淡
水
漁
業
協
同
組
合
へ
の
補
助

金
は
、
冬
季
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン

ド
リ
リ
ー
ス
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ア
メ

ゴ
の
放
流
が
主
で
、
通
年
釣
り

客
の
確
保
に
つ
な
げ
地
域
の
活

性
化
を
図
り
た
い
。
高
知
県
も

ア
メ
ゴ
の
漁
期
の
変
更
を
し
て

く
れ
る
よ
う
で
、
こ
の
よ
う
な

小
規
模
な
取
組
か
ら
積
み
上
げ

て
い
く
。
村
の
財
政
も
大
変
厳

し
い
が
、
投
資
を
す
る
な
ら
雇

用
と
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
、

人
口
に
反
映
で
き
る
よ
う
な
展

開
を
模
索
し
て
い
く
。

魚
梁
瀬
地
区
内
の
道
路
に
つ

い
て

問　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
設
置
さ

れ
て
い
る
が
停
止
線
な
し
の
交

差
点
が
数
箇
所
あ
る
。
ま
た
、

村
道
と
県
道
と
の
交
差
点
に
あ

る
停
止
線
や
横
断
歩
道
は
、
薄

く
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

議
会
の
道
路
整
備
促
進
特
別
委

員
会
で
も
道
路
の
点
検
や
要
望

を
行
っ
て
い
る
が
、
村
道
分
に

つ
い
て
の
対
応
を
問
う
。

答
　（
村
長
）

　

一
般
的
に
交
差
点
の
優
先
度

は
、
道
路
交
通
法
第
36
条
で
、

交
差
点
に
お
け
る
他
の
車
両
等

と
の
関
係
が
規
定
さ
れ
て
お

り
、
信
号
機
や
標
識
の
な
い
交

差
点
で
は
、
明
ら
か
に
道
路
幅

員
が
広
い
方
が
優
先
さ
れ
る
。

道
路
幅
員
が
同
じ
く
ら
い
の
場

合
は
、
左
側
か
ら
の
車
両
が
優

先
さ
れ
る
。
停
止
線
や
横
断
歩

道
の
新
設
と
維
持
管
理
は
、
交

通
規
制
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
村
道
や
県
道
を
問
わ
ず
、

全
て
が
高
知
県
公
安
委
員
会
の

所
管
と
な
る
。
新
規
の
停
止
線

整
備
、
既
存
の
停
止
線
及
び
道

路
標
示
の
塗
り
替
え
や
、
補
修

並
び
に
予
算
確
保
の
要
望
を
継

続
し
て
い
く
。
な
お
、
村
が
所

管
す
る
村
道
の
路
側
白
線
等
に

つ
い
て
は
、
緊
急
性
の
高
い
場

所
か
ら
対
応
し
て
い
く
。

委
員
会
の
活
動
報
告   

村
づ
く
り
推
進
常
任
委
員
会

■
3
月
27
日

　

本
村
の
人
口
減
少
に
対
す
る

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

■
4
月
22
日

　

地
域
振
興
課
並
び
に
株
式
会

社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
か
ら
「
馬
路

村
観
光
基
本
構
想
」
の
概
要
等

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
後
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、

「
馬
路
村
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

構
想
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
、

地
域
振
興
課
か
ら
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
た
社
会
課
題
の
解
決
や

ゆ
ず
産
業
の
振
興
等
、
令
和
7

年
度
か
ら
5
年
計
画
で
推
進
し

て
い
く
と
報
告
が
あ
っ
た
。

議
会
運
営
委
員
会

■
６
月
６
日

　

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
の

日
程
、
議
案
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

　

任
期
は
6
月
25
日
か
ら
2
年

間
。

枦
山
民
夫
　
議
員

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会　

会
長
に
五
味
隆
仁
氏
　
就
任

高知県町村議会議長会で「就任あいさつ」を述べる
五味隆仁議長（6 月 25 日）
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　食中毒というと、レストランや旅館などの飲食店での食事
が原因と思われがちですが、毎日食べている家庭の食事で
も起こりますし、発生の危険性がたくさん潜んでいます。
　家庭での発生では症状が軽かったり、発症する人が1人や
2人の事が多いことから風邪や寝冷えなどと思われがちで、
食中毒とは気づかれず重症になったり、死亡する例もありま
す。

　食中毒は、その原因となる細菌やウイルスが食べ物に付着し、体内へ侵入することによって発生
しますが、簡単な予防法をきちんと守れば予防できます。それでも、もし腹痛や下痢をしたり、気持
ちが悪くなったりしたら、お医者さんに相談しましょう。

ご相談は、役場健康福祉課または診療所まで
健康福祉課 TEL：⑧44－2112
馬路診療所 TEL：⑧44－2010
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五味　千登星さん（影）

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

　　令和6年８月１３日生
（保護者　五味裕貴さん・明里さん）

ご　み　  　ち　と　せ

　こ
ん
に
ち
は
！

　お
散
歩
と
お
風
呂
と
納
豆
が
大
好
き
な
五
味
千
登
星
で
す
。

　流
れ
星
の
日
に
生
ま
れ
た
の
で
、お
名
前
に「
星
」が
は
い
っ
て
ま
す
。

　「千
」本
山
に「
登
」っ
て「
星
」を
眺
め
る
と
覚
え
て
ね
。

　内
弁
慶
な
の
で
、
お
そ
と
で
は
お
と
な
し
く
し
て
ま
す
が
、
お
う
ち
で
は

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　最
近
は
、じ
い
ち
ゃ
ん
が
た
く
さ
ん
抱
っ
こ
し
て
く
れ
る
の
で
う
れ
し
い

で
す
。

　毎
朝
、
か
あ
ち
ゃ
ん
に
お
散
歩
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
い
る
の
で
、
見
か
け

た
ら
声
を
か
け
て
ね
！

キラキラと笑顔かがや
く

うまじっこ

お願いごとが叶うといいなあ～！☆

お誕生日会にアナとエルサとオラフが来て

くれたよ！！

園庭や園外へ出て、水の気持ち

よさや生き物、自然に触れて遊

んでいます。

あめんぼ！

おたまじゃくし！

石の下にかくれた！

つめた〜い！

きもちいい〜！

カニ！

さかな！

み
ん
な
元
気
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
！

川いきたい！！

気温や活動時間、
水分補給など熱
中症対策をして
遊んでいます。
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　ニュージーランドは、クラフトビー
ルの楽園として世界的に知られて
います。豊かな自然環境と創造的
な醸造家たちが、ユニークで高品
質なビールを生み出しています。
特に、ホップの栽培に適した気候
を生かし、ニュージーランド産ホッ
プを使用したIPA（インディア・ペー
ル・エール）は、フルーティーで爽や
かな味わいで国際的に高い評価
を受けています。

　オークランドやウェリントンなどの都市部では、クラフトビール専門のブリュワリーやタ
ップルームが急増し、地元の人々や観光客に愛されています。ガレージ・プロジェクト
やトゥアタラなどのブランドは、革新的なフレーバーや限定醸造で知られ、ビール愛好
家の心をつかんでいます。また、毎年開催され
る「ビーフェスト」や「グレート・キウイ・ビア・フェス
ティバル」では、多様なビールを試飲でき、ニュ
ージーランドのビール文化を体感できます。
　日本でもニュージーランドのクラフトビールは
輸入されており、専門店やバーで楽しむこと
ができます。自然の恵みと職人技が詰まった
一杯を、ぜひ味わってみてください。

　7月の終わりから9月中旬に
かけて、イギリスでは世界最
大のクラシック音楽祭が開
催されます。これは「ザ・プロ
ムス（The Proms）」と呼ば
れており、「プロムナード・コ
ンサート（P r om e n a d e 
Concerts）」の略です。「プロ
ムナード」とはもともと、立見
席で安く音楽を楽しめる、一
般の人々に開かれたカジュアルなコンサートのことを指していました。
　プロムスは1895年に始まり、ロンドンにある伝説的なコンサートホール「ロ

イヤル・アルバート・ホール」を中心に行われます。8週間にわたり、世界中のオーケストラがベートーヴェンやモ
ーツァルトといった古典的な作曲家から現代の作曲家まで、幅広いクラシック音楽を演奏します。演奏の中心
を担うのはBBC交響楽団です。
　多くのコンサートはロンドンで開催されますが、イギリス各地の公園でも一部のコンサートが行われます。こ
れらは「プロムス・イン・ザ・パーク（Proms in the Park）」と呼ばれ、観客はピクニックや椅子、ブランケットを
持って屋外に集まり、近くのステージからの生演奏を楽しみます。
　最終日のコンサートは「ラスト・ナイト・オブ・ザ・プロムス（Last Night of the Proms）」と呼ばれ、特に有名
です。観客はイギリスの国旗を振りながら、「Land of Hope and Glory」などの愛国的な歌を一緒に歌い、祝
祭のような雰囲気の中で盛り上がります。
　実際の様子はYouTubeでも多くの動画を見ることができますので、ぜひご覧になってみてください。

ニュージーランドのクラフトビール

ALT（外国語指導助手）
ジョーンズ・ジョセフ

（Jones Joseph Robert Michael）

CIR（国際交流員）
ヒパンゴ・ウィレム
（Hipango Wiremu Kingi）

ALT（外国語指導助手） ＆ CIR（国際交流員） コーナー

▲The Proms

▲ブルーパブ（醸造所に設置されているビールパブ）

▲クラフトビール醸造所（ブリュワリー）

▲私のセレクトした
クラフトビール
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問い合わせ先：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（安田町役場日本遺産推進室内）
☎：30－1865　　FAX：30－1866
メール：yuzurintetsu＠mk.pikara.ne.jp
H　 P：https://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

　6月12日木曜日、全校生徒３２人と多くの教職員の方が参加して、中芸高校の総合学習の時間「中芸学」
の一環であるフィールドワークが行われました。中芸高校の依頼で、日本遺産中芸ゆずと森林鉄道ガイド
会のガイド員３人が安田町及び奈半利町にある日本遺産の構成文化財等を案内しました。
　安田町では「明神口橋」と「オオムカエ隧道」を訪ね、参加者の皆さんはガイド員の身振りを交えた説明に
熱心に耳を傾けていました。奈半利町では「森家住宅（野村茂久馬邸）」、「藤村製絲記念館」、「竹崎家住宅
（高田屋）」、「武知・東山家住宅」を歩いて巡り、「土佐漆喰」や「水切瓦」といった中芸地域特有の建築様式を
鑑賞。「森家住宅」では実際に家の中を見学させてもらい、「藤村製絲記念館」では館長に展示品を解説して
いただき、地域の産業の変遷や歴史について学んでいました。
　ガイド員はバスによる移動中も、安田川や奈半利川のこと、地域の植物、地元のお店のことなど、日本遺
産だけでなく中芸地域の幅広い魅力を伝えていました。生徒たちは自分から質問するなど積極的に学び
「東京タワーと同じ工法で作られていると知りびっくりした」「世界で活躍する会社があるとは知らなかっ
た」など様々な知見を得たようでした。今回のフィールドワークが中芸の魅力を深く知るきっかけになるこ
とを願っています。

【中芸高校の「中芸学」でフィールドワークが行われました】

～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol. 97 ～
日本遺産　第 3号認定　登録番号 051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

奈半利町役場前の武知・東山家住宅　 藤村製絲記念館での館長ガイド

オオムカエ隧道 森家住宅（旧野村茂久馬邸）

・Facebook・HP ・Instagram ・ガイドコース
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令和７年国勢調査の実施について
　今年は国勢調査が実施される年です。
　国勢調査は５年に１回実施される国の
調査で、調査結果は国・都道府県・市
町村の行政政策や学業・教育・企業など
のさまざまな分野で活用されます。
　各地区の国勢調査員が９月下旬頃から各家庭に伺い、調査書類をお配りする予定です。回答は郵送だけ
でなく、スマホやパソコンから簡単にすることができます。
　ご協力よろしくお願いいたします。

　補助を受けるには申請が必要となりますので、健康福祉課までお問い合わせください‼
■問い合わせ先■　　馬路村役場 健康福祉課　TEL：⑧４４－２１１２

高齢者移動手段確保事業のご案内

馬路村に住民登録がある70歳以上の方
交通系ICカード
「ですか」の費用

　採用予定月の１日
現在、18歳以上33歳
未満の人

　32歳の人は、採用
予定月の末日現在に
おいて、33歳に達して
いない人

7月 1日～9月 2日
１次試験 9月16日～18日
（Ｗｅｂ試験で期間中１回）

　スタンダードなコースで昨年度
は、高知県から３２名が入隊
　初任給（高卒）　２２４，６００円
　初年度年収　約３７０万円～

　２～３年間の任期制コース
　昨年度は、高知県から２６名が
入隊されました。
　学科・適性はＷｅｂ試験

年間を通じて実施
学科試験 9月27日～29日
口 述 等 10月4日～5日
（いずれか指定される１日）

上限　5,000円

対象者 補助金額補助対象

東部交通バス等で利用できる ICカード「ですか」の費用補助を行います。
ぜひ、これを機会にご利用ください。

☆状況により、試験日が変更される場合があります。
☆詳しくは、自衛隊高知地方協力本部のホームページをご覧いただくか、
自衛隊高知地方協力本部 香南地域事務所までご連絡下さい。
　電話 ０８８７－５７－８１８２　E-メール kochi.pco.aki＠rct.gsdf.mod.go.jp

令和７年度　自衛官等採用案内

一般曹候補生

自衛官候補生

補助金額

資　格 受付期間・試験日 備　考コース

※自衛官候補生の採用試験は、上記のほか、１１月、１月、２月に実施予定です。

高知地本ホームページ 資料請求お問い合わせ

お知らせお知らせ
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8月・9月 むらの行事予定8月・9月 むらの行事予定
9　　月

1 月 村内小中学校始業式

2 火 有害物収集
県立移動図書館巡回（馬路村集会センターうまなび）10：40 ～ 11：30

3 水

4 木

5 金

6 土

7 日

8 月

9 火 リサイクル収集

10 水 乳児健診（奈半利町防災センター）

11 木

12 金 古紙回収（魚梁瀬）

13 土 第41回馬路おしどりマラソン大会前夜祭（馬路温泉）

14 日 第41回馬路おしどりマラソン大会（馬路温泉）

15 月 敬老の日

16 火

17 水

18 木

19 金 敬老会（魚梁瀬多目的施設）

20 土 中学秋季卓球選手権大会（～ 21 日）（県民体育館）

21 日

22 月

23 火 リサイクル収集　　　　　　　　　　　　  秋分の日

24 水 １歳６カ月、３歳児健診（奈半利町防災センター）

25 木 敬老会（馬路村集会センターうまなび）

26 金 古紙回収（馬路）
馬路保育所5歳児魚梁瀬地区散策
馬路村英会話教室（馬路村集会センターうまなび）18：00～

27 土 魚梁瀬小中・魚梁瀬地区民合同大運動会（魚梁瀬小中学校運動場）

28 日

29 月

30 火 馬路中学校３年生保育実習（馬路保育所）

人　　口
月中異動

増　　加 減　　少 現在
人口合計出生 転入 職権 計 死亡 転出 職権 計

6　月 0 2 0 2 1 1 0 2 751
7　月 1 2 0 3 1 5 0 6 748

馬路村特別村民  12,551 人
（7月31日現在）

馬　路　614 人、  313 世帯
魚梁瀬　134 人、　 82 世帯
　（外国人含む）

8　　月
1 金

2 土

3 日 中芸消防大会（田野町）

4 月

5 火 有害物収集

6 水 乳児健診（奈半利町防災センター）

7 木

8 金 古紙回収（魚梁瀬）／人権相談所（魚梁瀬多目的施設）10：00～12：00
行政相談所（魚梁瀬多目的施設）10：00～15：00
半熟たまご塾（～9日）（馬路村集会センターうまなび）

9 土

10 日 魚梁瀬木工体験イベント
杉の家夏のビアガーデン

11 月 山の日

12 火 リサイクル収集／夏休み子ども体験教室（馬路村集会センターうまなび）
13：30～／馬路保育所3～5歳児魚梁瀬地区散策
高知県中学校野球選手権大会（～19日）

13 水

14 木

15 金 馬路納涼祭（馬路温泉駐車場）

16 土

17 日

18 月 とらまる人形劇（馬路村集会センターうまなび）10：30 ～
夏休み子ども体験教室（馬路村集会センターうまなび）13：30 ～

19 火

20 水

21 木 夏休み子ども体験教室（馬路村集会センターうまなび）13：30～

22 金 古紙回収（馬路）
馬路村英会話教室（馬路村集会センターうまなび）18：00 ～

23 土

24 日

25 月

26 火 リサイクル収集
馬路保育所魚梁瀬地区散策（3 ～ 5 歳児）

27 水 朝日出山大杉祈願祭

28 木

29 金 魚梁瀬地区ソフトボール大会（魚梁瀬小中学校運動場）

30 土

31 日 中学学年別秋季卓球大会（春野）
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村内あちらこちら

編集発行 

▲

馬路村教育委員会
住所 〒781-6201 高知県安芸郡馬路村大字馬路443

ＴＥＬ  ０８８７－４４－２２１６  ＦＡＸ ０８８７－４２－１０１０

Ｅ‐ｍａｉｌ  ｋｙｏｕｉｋｕ＠ｖｉｌｌ．ｕｍａｊｉ．ｋｏｃｈｉ．ｊｐ

印     刷 

▲

株式会社 高知新聞総合印刷

 ４日～６日　馬路小学校5・6年生修学旅行

  （大阪府・奈良県）

 ８日　村内一斉清掃

11日　馬路村キャリア教育講演会

  （集会センターうまなび）

 狂犬病予防注射

17日　民生委員学校訪問（馬路小学校）

 魚梁瀬体育会長杯ビーチボールバレー大会

  （魚梁瀬体育館）

19日　馬路地区スカッシュバレーボール大会

  （馬路体育館）

21日　「ケロケロ祭り」魚梁瀬ふるさと劇団杉ぼっくり

  （魚梁瀬多目的施設）

 ４日 馬路保育所夏祭り（馬路保育所）

 馬路小学校1・2年生デイサービス七夕会

  （馬路村デイサービスセンター）

 ８日 校内水泳大会（馬路小学校）

 魚梁瀬地区卓球大会（魚梁瀬体育館）

17日 校内水泳大会（魚梁瀬小中学校）

18日 村内４校終業式

19日 フェスティバル魚梁瀬（丸山公園）

20日 参議院議員選挙投開票日

25日 馬路保育所５歳児宿泊保育（馬路保育所）
７月８日　校内水泳大会（馬路小学校）

６月19日　馬路地区スカッシュバレーボール大会（馬路体育館）

６月21日　ケロケロ祭り（魚梁瀬多目的施設）

７月４日　馬路小学校1・2年生デイサービス七夕会（馬路村デイサービスセンター)

７月８日　魚梁瀬地区卓球大会（魚梁瀬体育館）

6月

7月
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